
デジタル技術の活用による市民・企業参加型
都市の脱炭素化の可能性
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脱炭素化と経済成長を両立するには →集中型と分型が
協調するインセンティブメカニズムのイノベーションが重要
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電力・産業側
（熱源）

集中型インフラ側

脱炭素化

技術イノベーションによる
経済インセンティブ活用
協調メカニズム

ユーザ・需要側

電源構成の脱炭素化

– 系統の柔軟性確保

– 電力の長期貯蔵

– 洋上風力発電

熱源の脱炭素化

– 「削減困難」な産業部門

– 高温熱の電化・水素化

– CO2固定化・貯留・再利
用(CCS/CCU)

分散リソース

例）小・中・大型自動車の電動化
分散電源・蓄電池の導入

集中型インフラの設備投
資による脱炭素化

分散型ユーザ・需要側の環境
重視行動による経済成長と脱
炭素化の加速

現状延長上

2030 2050

→集中システムだけで解決するのではなく、ユーザ側との協調が必要



新市場
（ユーザ側
市場）

どうやって分散側（ユーザ側）を取り込んでいくのか
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4

集中

デジタル技術に
よる

分散
制御

分散
流通

→ユーザーが簡易に自発的に参加したくなる仕組みが重要



市場メカニズムによる協調が可能か？
ユーザの取引エージェントが自律取引をおこなう世界
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蓄電

(過去天気参照サイト) http://www.tvg.ne.jp/george/weather/index.html?city=saitama 

放電

ある家庭での約定(買電)価格推移

エージェント動詞
の取引プラット
フォームが必要

http://www.tvg.ne.jp/george/weather/index.html?city=saitama


協調メカニズムがめざすもの
都市「モニタリング・未来予測・最適化」分散誘導システム
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GPSデータ

SNSデータ

カメラデータ

自動車

電力需要データ

購買行動データ

DATA PLATFORM

IoTセンサーネットワークからはじまる都市最適化への誘導

建物

①現状把握
モニタリング

②データに基
づく分析・再

現

③マッチング
協調への誘導
メカニズム



なぜ、都市が注目されるのか？
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業界横断させるサービス探索の場としての「都市 」
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生活産業 電 力 自動車 金 融 物 流 ・・・・・



生活を変えるサービス化の単位は必ずしも既存業界にとどまらない
複合領域でのデータ統合による新しい価値形成が必要

9資料：第７回次世代技術を用いた電力プラットフォーム検討会

地域
コ
ミュ
ニ
ティ
への
貢献



電力データから始まる物流サービスへ
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できることから始める。各ユーザのエントリー設計も重要
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STEP1：エントリー

設備導入のないユーザ
も参加可能：環境価値志
向取引など

STEP2：分散設備利用

設備更新時の脱炭素
プロジェクトとの整合

STEP3：全体協調

スマートシティとの協調メ
カニズムによる脱炭素化

• 環境価値中心
• 設備投資少

• 電源と需要家のマッチン
グ開始

• 需給送配電システムとは
一旦独立

• 可能なユーザが開始

• 再エネ電源を許容できる電
力系統へ

• 需給調整中心
• 設備投資開始

• 再エネ変動を吸収する蓄電
能力の協調メカニズム（VPP、
DR、P2P）

• 協調メカニズム構築
• 再エネ導入完了

ユーザ参加型脱炭素化達成へのSTEP（例）

エントリー
データ連携
（環境価値など）

新規設置

（本格的な脱
炭素化）

導入しやすさ



全体目標の具体性とその実現へ向けてユーザや企業が参
加できる仕組みの探索が重要

RE調達

脱炭素化グリーン化目標のうち、市民・企業・事業所が協力して実現できる仕組みを提供
する。

都市目標

太陽光
蓄電池
EV

個人

地域内需要家分担

設備設置
契約発電所
グリーン電力

オンサ
イト

（現地）

系統
利用

（遠隔）

系統利
用（現
地）

事後的
環境価
値購入

A：
設置

B:
PPA

C:

事業所

土地があれば設備導入し、設置
が難しければ環境価値や契約と
いった経済的貢献を認める。など、
各事情に合わせた設計が必要

RE比率
目標

XX市 2030年RE100達
成目標
電源100%（うち家庭PV30%/事
業所20%、外部調達20%、価
値購入30%）

蓄エネ・DR自給率100%（うち
事業所蓄電20%、家庭用蓄電
20%、EV50%、デマンドレスポ
ンス10%）



地域への導入ロードマップに
ユーザ巻き込みの仕組みを

日本型の脱炭素化の都市システム

資料：京都市
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